AI指示書  |  4ステップ提案術


AI PROMPT GUIDE
AI指示書
テンプレート × AI で提案書スライドを自動生成

ヒアリングテンプレートと提案書テンプレートに記入した内容を
ChatGPTやClaudeに貼り付けるだけで、提案書の原稿が完成します。
Soul Bridge  井上 康（ヤス）
4ステップ提案術 勉強会資料

使い方の流れ
STEP 1
ヒアリングテンプレートに記入
クライアントとの面談で、テンプレートの各項目を埋めていきます。
STEP 2
市場調査を行う
キーワード検索 → 上位10社調査 → 強み弱み分析 → ベンチマーク設定
STEP 3
提案書テンプレートに記入
調査結果をもとに、7つのセクションを埋めていきます。
STEP 4
AIに貼り付けて提案書原稿を生成
下の「プロンプト」をコピーして、記入済みテンプレートと一緒にAIに入力します。
💡 対応 AI: ChatGPT（GPT-4推奨）、Claude、Gemini など。無料版でも使えますが、有料版の方が精度が高いです。


プロンプト 1  提案書の原稿を作成する
以下のプロンプトをコピーして、AIに貼り付けてください。その後、記入済みのヒアリングテンプレートと提案書テンプレートの内容も貼り付けます。
📋 提案書原稿作成プロンプト  ← コピーしてAIに貼り付け
あなたはプロの提案書ライターです。
以下の「ヒアリング情報」と「提案書テンプレート」の内容をもとに、
クライアント向けの提案書原稿を作成してください。

【ルール】
・提案書は以下の7セクション構成で作成すること：
  1. 現状分析（市場調査結果・ベンチマーク・クライアントの現在地）
  2. 課題の明確化（売上の公式×ヒアリング結果）
  3. 解決策の提案（全体戦略を一言で）
  4. 具体的な施策（Phase 1・2・3に分けて）
  5. 費用（フェーズ別・一般相場との比較）
  6. スケジュール（月別のマイルストーン）
  7. なぜ私にお任せいただけるのか（実績・リスク軽減）

・スペックではなく「未来」を語る（ベネフィット中心）
・データと根拠を必ず含める
・1スライド＝1メッセージで簡潔に
・売り込まない。価値を届けるトーンで

【ヒアリング情報】
（← ここにヒアリングテンプレートの記入内容を貼り付け）

【提案書テンプレート情報】
（← ここに提案書テンプレートの記入内容を貼り付け）



プロンプト 2  スライド原稿に変換する
プロンプト 1 で生成された提案書原稿を、スライド用のテキストに変換します。
📋 スライド原稿変換プロンプト  ← コピーしてAIに貼り付け
以下の提案書原稿を、スライドプレゼンテーションの形式に変換してください。

【ルール】
・各スライドのタイトルと本文を明確に分ける
・1スライド ＝ 1メッセージ（文字は最小限に）
・図解や表を使うべき箇所は「【図解】〇〇」と指示を入れる
・以下の構成で作成：

  スライド 1: 表紙（クライアント名 + 提案タイトル）
  スライド 2: 目次
  スライド 3-4: 現状分析（市場調査結果・競合比較）
  スライド 5: 課題の明確化（売上の公式）
  スライド 6: 解決策の提案
  スライド 7-9: 具体的な施策（Phase 1・2・3）
  スライド 10: 費用一覧
  スライド 11: スケジュール
  スライド 12: なぜ私たちにお任せいただけるのか
  スライド 13: 次のステップ

【提案書原稿】
（← ここにプロンプト 1 で生成された原稿を貼り付け）



AIを上手に使うコツ
	💬
	情報は多いほど良い
テンプレートの空欄が多いと、AIの出力も抽象的になります。できるだけ具体的に記入しましょう。

	🔄
	何度もやり取りしてOK
一発で完璧な提案書はできません。「ここをもっと具体的に」「費用の部分を修正して」など、追加指示でブラッシュアップしましょう。

	🎯
	最後は自分の言葉で
AIが作った原稿をそのまま使わず、自分の言葉で修正しましょう。「自分らしさ」が信頼につながります。

	📷
	スクリーンショットも活用
競合調査の結果をスクリーンショットで撮影し、AIに「この競合の強みと弱みを分析して」と聴けば、より具体的な提案書になります。


「売り込まない。価値を届ける。全力を尽くして天命を待つ。」
テンプレートとAIを活用して、あなたらしい提案書を届けてください。
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